
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館レイアウトの工夫 

◇分類ごとの排架 

多くの図書館では、日本十進分類法（NDC）のもと、資料を分類して排架しています。そして、多くの学校にお

いても児童生徒に分類法について理解してもらうための取組みを行っています。 

 
■分類表示の工夫 

竹富町立大原中学校図書館 

竹富町立大原小学校図書館 

多くの学校図書館において、分類を色別に表示してお

り、とても見やすく、おめあての書架にすぐにたどりつくこ

とができます。 

さらに、書架に差し込み表示を入れることで本をさがし

やすくしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮古島市立下地小学校図書館 大きな字でくっきりと！ 

離れた入口からでもよく見えます。 

館内マップも掲示しています。 

手前の書架が低いので奥まで

見通すことができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇書架の配置 

０類から９類まで、順序良く排架されていることと合わせて、書架のレイアウトが見通しの良い配置だと本を探

しやすく、また、児童生徒の安全管理もしやすくなります。学校によって広さや部屋の形などさまざまですが、レイ

アウトの工夫について紹介します。 

 

竹富町立小浜小中学校図書館 

手前を低い書架にすることで、奥まで見通すことができます。低い書架だと収容できる本の数が少なくなりますが、

書架の上に面置きしたり、コーナーを設けたりと有効活用しています。また、手前の低い書架に郷土資料を排架する

ことで、子どもたちの目に触れやすくなっています。 

 

郷土資料 

館内マップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇教室のように授業ができるレイアウト 

図書館をつかった探求型学習を実践する上で、教室と同等の設備があるととても便利です。 

いつもは本の閲覧が主体の図書館も教室に早変わりする工夫を紹介します。 

石垣市立平真小学校図書館 

あっという間に図書館が教室に早変わり！ 

普段は図書館の片隅に設置されているホワ

イトボードを、授業で使うときだけ書架の

中央にセッティングします。 

このように図書館を利用する時間割りが作成されているので、指定された

時間帯であれば優先的に利用することができます。また、どのクラスがどの

時間に入るかが一目瞭然なので、調整もしやすくなります。 

 図書館を利用する時間が確保されていること、簡単に教室のように利用で

きる工夫がされていることで、図書館の活用度が増します。 

普段はこのように保管して

いるので、図書館を広く使

えますし、安全です。 

ホワイトボードの保管場所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県立図書館ホームページ「学校図書館支援」では、学校図書館の 

取組みについて情報提供します。内容については随時更新して 

まいります。 

 

石垣市立石垣中学校図書館 

ホワイトボードと電子黒板を設置し

ています。コロナ対策もしっかりと

られ、すぐに授業で使用できるよう

になっています。 


